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「

⑥平和都市宣言（60．12．3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々に訴え‘再び広島．長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のい

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。
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ど境
と庁

各地区での「まちづくり会議」に参加を

賀
沼
ふ
れ
愛
フ
エ
ス
を
開
催

可
＝

一岸今一■
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市
で
は
現
在
、
平
成
過
年
度
に

ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総
合
計
画

策
定
の
一
環
と
し
て
「
地
区
ま
ち

づ
く
り
構
想
」
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

、
年
度
は
、
公
募
を
含
む
市
民

お
人
か
ら
な
る
市
民
委
員
会
と
市

職
員
知
人
で
構
成
す
る
策
定
作
業

委
員
会
が
、
共
同
で
市
内
５
地
区

に
分
か
れ
、
９
回
の
会
議
を
行
い

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
地
区
の
現

況
を
体
験
す
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
各
地
区
の
課

題
や
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
な
ど
を

話
し
合
い
、
「
地
区
ま
ち
づ
く
り

構
想
」
の
原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
原
案
を
も
と

み
ん
な
で
と
り
戻
そ
う
美
し
い
手
賀
沼

▽
日
時
７
月
、
日
（
土
）
午
後
１
＊
テ
ー
マ
：
．
「
今
私
た
ち
が
手

時
か
ら
４
時
釦
分
賀
沼
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
」

▼
場
所
柏
市
民
文
化
会
館
＊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
・
・
須
藤
隆

▽
内
容
一
（
東
北
大
学
教
授
）
ほ
か

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＊
パ
ネ
リ
ス
ト
：
．
環
境
庁
、
建
設

手
賀
沼
は
、
湖
沼
水
質
の
ワ
ー

ス
ト
ー
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
水

辺
水
田
・
斜
面
林
と
い
っ
た
魅

力
あ
る
景
観
が
あ
り
ま
す
。

水
質
改
善
の
た
め
に
、
利
根
川

か
ら
手
賀
沼
へ
の
浄
化
用
水
の
注

入
も
始
ま
り
、
千
葉
県
に
よ
る
流

入
河
川
で
の
新
た
な
リ
ン
除
去
施

設
の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
質
浄
化
の
た
め

の
取
り
組
み
も
確
実
に
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
庁
な
ど
国

王
士
貝
沼
流
制
雪
ノ
ォ
ー
ラ
ム

手
賀
沼
の
浄
化
に
つ
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
環
境
庁
な
ど
国
の
関
係
省
庁
、
千
葉
県
、

流
域
市
町
、
市
涯
団
体
等
が
連
携
し
て
詩
７
月
ね
旦
主
に

〃
手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
“
を
開
催
し
ま
す
。

に
、
各
地
区
で
３
回
の
「
ま
ち
づ

く
り
〈
蘂
塗
を
開
催
し
ま
す
。

皆
ざ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
下
表
参
照

▼
参
加
資
格
地
区
に
関
連
す
る

テ
ー
マ
で
進
行
し
ま
す
の
で
、
そ

の
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
で

原
則
と
し
て
全
日
程
出
席
で
き
る

方▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
地

区
名
を
明
記
し
、
６
月
喧
日
（
火
）
ま

で
に
企
画
課
雲
芭
１
１
１
１
、
フ

ァ
ク
ス
（
露
）
０
０
６
６
へ

の
関
係
機
関
や
千
葉
県
、
我
孫
子

市
ほ
か
流
域
５
市
２
町
、
市
民
団

体
な
ど
が
連
携
し
て
「
手
賀
沼
ふ

れ
愛
フ
エ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

柏
会
場
で
は
、
「
手
賀
沼
流
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ま
た
我
孫
子
会
場
で
は
、
「
水

辺
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
多
彩
な

催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼地区まちづくり会議開催日程

水
辺
の
イ
鞭
ヘ
ン
ト

遊
ん
で
学
ん
で
！
ふ
る
さ
と
手
賀
沼

▽
日
時
７
月
、
日
（
土
）
午
前
、
ト
＊
再
生
自
転
車
プ
レ
ゼ
ン

時
か
ら
午
後
４
時
犯
分
（
荒
天
中
ト
＊
お
も
ち
ゃ
の
病
院
＊

止
）
野
菜
の
即
売
会
＊
カ
ナ
デ
ィ

マ
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験
＊
手
賀
沼

▼
内
容
＊
野
外
ス
テ
ー
ジ
①
船
上
見
学
会
＊
合
併
浄
化
槽

手
賀
沼
ト
ー
ク
（
山
遊
亭
金
太
郎
）
モ
デ
ル
展
示
＊
市
民
団
体
に

②
不
思
議
な
風
船
寒
風
亭
昇
七
）
よ
る
各
種
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

③
わ
く
わ
く
ざ
ん
（
久
保
田
雅
人
）
▼
参
加
費
錐
料

と
遊
ぼ
う
＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課

省
、
千
葉
県
、
漁
協
関
係
者
、
市

民
団
体
の
代
表
者
な
ど
（
予
定
）

②
水
を
巡
る
コ
ン
サ
ー
ト

＊
出
猿
…
佐
藤
陽
子
（
バ
イ
オ
リ

ン
）
、
徳
江
陽
子
（
ピ
ア
ノ
）

▽
募
集
人
員
①
．
②
Ｚ
も
参
加

で
き
る
方
、
１
２
０
０
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
参
加
費
無
料
（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
で
２
人
ま
で
申

し
込
み
可
）
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

伶
閃

FインターネットでI耀言計画ホームページ」にアクセスしよう1可

Lh錠p://userl・ALLNETone"jp/~abikoshi』

侭
返
信
面
に
ご
自
分
の
宛
先
（
返

信
ハ
ガ
キ
が
入
場
券
と
な
り
ま

す
）
を
明
記
し
、
６
月
鵡
日

（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
手
賀
沼
課

「
手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
エ
ス
タ
」
係

垂
（
露
）
１
１
１
１
へ

※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
参
考
に
す
る
た
め
、
手
賀
沼

の
水
蛮
改
善
に
向
け
た
ご
意
見
．

ご
要
望
を
、
手
紙
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
６
月
奉
日
（
金
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
手
賀
沼
課
フ
ァ

ク
ス
（
郡
）
５
２
２
２
へ

昭
和
“
年
チ
ャ
ィ
コ
フ

ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
３
位
入
営
毛
同
年
モ
ス

ク
ワ
国
立
音
装
院
に
入
学
。

帥
年
銀
座
博
品
館
劇
場
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
さ
れ
ど

写
涯
産
に
出
演
。
主
な
著

書
は
「
食
後
の
ラ
ブ
レ
タ

ー
」
、
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
ご
一
緒
に
」
な
ど

1
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成
皿
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
市
補
助
金
の
公
募
制
に
よ

る
受
付
が
、
４
月
９
日
に
締
め

切
ら
れ
、
”
件
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
補

助
金
を
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し

前
例
や
既
得
権
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

に
配
分
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
福
祉
、

補助金公募に59件の申請
公募分

市の
施策分

部門 計
龍･翻費 計イベンI、

保健・福祉 1 17(7) 18(7) 16(1) 34(8)

効果的な酉己分に向けて
産業・経済 8（1） 8（1） 16(2) 14 30(2)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
団
体
か
ら
”

件
差
表
参
歴
の
申
請
が
あ
り

う
ち
巧
件
が
新
規
の
団
体
か
ら
の

も
の
で
、
市
民
の
関
心
と
期
待
の

商
ざ
が
表
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。申

請
の
あ
っ
た
補
助
金
は
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
織
成
す
る
「
市

補
助
金
等
検
討
委
員
会
」
（
舜
鉾

忠
夫
委
員
長
）
に
お
い
て
、
市
の

施
策
に
よ
る
補
助
金
（
自
治
会
活

動
助
成
金
や
街
路
灯
維
持
管
理
補

助
金
等
粟
件
）
と
合
わ
せ
て
、
同

じ
基
準
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

事
業
目
的
や
内
容
等
が
社
会
・

経
済
状
況
に
合
致
し
て
い
る
、
補

助
金
の
支
出
が
公
益
上
必
要
で
あ

る
な
ど
唖
項
目
の
「
市
補
助
金
等

交
付
基
準
」
に
基
づ
く
審
査
が
行

わ
れ
、
９
月
ご
ろ
ま
で
に
交
付
団

体
を
決
定
し
ま
す
。

補
助
金
の
新
規
公
募
は
毎
年
行

い
、
交
付
期
間
は
最
長
３
年
間
と

し
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
３
年
ご
と
に
す

べ
て
の
補
助
金
の
見
直
し
を
行
い
、

そ
の
時
々
で
必
要
性
の
高
い
事
業

を
優
先
し
て
、
事
業
選
択
し
て
い

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
財
政
課
金
（
露
）

１
１
１
１
内
線
２
２
３

2（1）建設・消防 2(1) 7 9（1）

教育・文化 5（3） 14(2) 19(5) 7 26(5)

その他 1 3 4 8 12

’ 計 l5(4) 44(11） 59(15） 52（1） 111(16)

’一

成田線 み ん な の 力 で 複 線 化

地区名
我孫子

天王台

湖北

新木

布佐

場所
市民プラザ

天王台北近隣ｾンター

消防署会議室

湖北台i砿センター

新木近隣センター

布佐甫近展センター

、期日

7月3日(土)．31日(土)､8月28日(土）

6月26日(土)､7月31日(土）

9月4日(土）

7月4日(日)､8月1日(日)、

9月5日(日）

時間

13:30

1

16:30
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給

者
は
、
現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
に
よ
り
、

受
給
者
の
所
得
状
況
や
児
童
の
養

育
状
況
を
審
査
し
、
６
月
か
ら
の

支
給
額
を
決
定
し
ま
す
。
期
限
内

に
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月

分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
◎

ま
た
、
新
た
に
児
童
手
当
・
特

例
給
付
の
受
給
を
希
望
き
れ
る
方

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
現
在
受
給
中
の
方
に
は
、
申
請
用

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
基
本
的
人
権

の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

障
害
者
を
め
ぐ
る
社
会
的
差
別

や
子
ど
も
の
人
権
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
〃
考
え
よ

葎
筵
送
付
し
て
い
ま
す
）

◎
現
在
受
給
中
の
方
は
現
況
届
の

提
出
を

▽
受
付
期
間
６
月
１
日
（
火
）
か

I月旧は

人権擁護委員の日
児
童
手
当

新
た お気軽にご相談ください

ら
釦
旦
水
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
子
育
て
支
援
課
児

童
家
庭
係

※
各
支
所
で
も
、
次
の
と
お
り
出

張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

＊
つ
く
し
野
支
所
６
月
７
日

（
月
）
午
後
１
時
知
分
か
ら
４
時

＊
湖
北
台
支
所
６
月
８
日
（
火
）

午
前
９
時
犯
分
か
ら
正
午
・
午
後

１
時
犯
分
か
ら
４
時

＊
湖
北
支
所
６
月
９
日
（
水
）
午

前
９
時
犯
分
か
ら
正
午

＊
布
佐
支
所
６
月
９
日
（
水
）
午

に後
１
時
調
分
か
ら
４
時

◎
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
へ

▼
受
給
資
格
市
内
に
住
民
登
録

（
外
国
人
登
錘
し
、
所
得
が
児
童

う
あ
な
た
の
人
権
、
わ
た
し
の
人

権
“
を
重
点
目
標
に
掲
げ
種
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
５
人
の
人
権
擁
護
委
員
（
左
表

参
照
）
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。人

権
相
談
は
、
毎
月
第
４
木
曜

日
に
市
役
所
本
庁
１
階
福
祉
総
合

相
談
室
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各

委
員
の
自
宅
で
も
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
社

会
係
冥
函
）
１
１
１
１

▼人権擁護委員

．
特
例
給
付
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

受
給
を
希
望
す
る
方
も
申
塞

|’

手
当
・
特
例
給
付
の
所
得
制
限
限

度
額
（
下
表
参
照
）
未
満
で
、
３

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方マ
支
給
月
額

＊
１
子
目
・
２
子
目
§
各
５
０
０

０
円

＊
３
子
目
以
降
…
各
１
万
円

▼
支
給
開
始
月
申
請
手
続
き
の

翌
月
分
か
ら

守
申
請
手
続
き
次
の
も
の
を
用

意
し
、
子
育
て
支
援
課
へ
申
請
し

て
く
だ
き
い
。

①
印
鑑
②
請
求
者
名
義
の
預
金

金金求 通
我
孫
子
市
の
特
性
を
生
か
し
た

麗
業
振
興
の
た
め
に
、
農
業
の
専

門
家
だ
け
で
は
な
く
、
消
謎
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
農
業

振
興
協
議
会
の
消
餐
者
代
表
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
協
識
会
は
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
や
都
市
農
業
対
策
、

堤
業
経
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

農
業
を
振
興
す
る
た
め
の
施
策
を

帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
③
請

者
が
国
民
年
金
加
入
の
方
は
年

手
帳
。
被
用
者
年
金
（
厚
生
年

等
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
）

市民バス
6月1日（火）から
運行日と停留所が

変わります
◎運行日
（旧）月曜日から金曜日

↓

（新）火曜日から士曜目

◎停留所の位置(下図参照）
（旧）新木団地2番通り

↓

（新）新木団地4番通り

し問い合わせ交通整備課
壷(85)1111内線332

農
業
振
興
協
議
会
委
員
を
ｌ
‐

ｉ
募
集
Ｕ
主
す

加
入
の
方
は
勤
務
先
の
事
業
主
に

よ
る
年
金
加
入
証
明
書
、
ま
た
は

年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証
④
平

成
血
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
役
所
が

発
行
し
た
平
成
ｎ
年
度
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
へ
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

※
ｍ
年
度
の
申
請
で
、
所
得
超
過

に
よ
り
却
下
き
れ
た
方
や
、
加
年

中
に
扶
養
親
族
が
増
え
た
方
は
、

ｍ
年
中
の
所
得
で
の
審
査
が
あ
り

ま
す
の
で
、
再
度
申
請
し
て
く
だ

き
い
◎

▽
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支
援
課

児
童
家
庭
係
實
芭
１
１
１
１
内
線

３
４
７

協
議
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
全
体
見
直
し
を
行
い
、
「
あ

び
こ
型
都
市
農
業
」
の
新
た
な
推

進
策
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
意
見
や
提
言
を
農
業

振
興
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
き
い
。

▼
募
集
人
員
２
人

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
加
歳

固同

を

以
上
で
、
農
業
振
興
に
関
心
が

あ
る
方
（
他
の
審
議
会
等
の
委

員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
は
ご

遠
慮
く
だ
き
い
）

▼
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に

よ
る
論
文
審
査

▼
協
議
会
の
開
催
回
数
必
要

に
応
じ
随
時
（
平
日
に
開
催
）

▼
任
期
２
年

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

「
我
孫
子
市
の
特
性
を
生
か
し
た

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
」
の
意

見
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

龍
雑
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６

月
巧
曰
く
火
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
農
政

課
壷
（
露
）
１
１
１
１
内
線
５
１

２
へ
郵
送
、
ま
た
は
持
参

▼児童手当・特例給付扶養親族数別所得制限限度額

縄人扶養親族がある場合は、1人につき6万円加算
一●ー●一■ー冬一Gー●一●ー①ー●一個一●4■■■■■■■■■■･一｡－■一 ー●ー由■■■■■■－●一■一凸一○一●一号■■■■●一合一●ー■ー■一｡－｡一●ー●一cd■■■■■ー●q■■■■守一｡一○一●一申一ゆ一G一●ー■ー■ー●ー■ー■一由一｡ー白一申一■ー●一号一｡－■一｡一ロー■一申一

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業

の
方
や
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
で
き
な
い
方
が
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
必

要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

一
部
の
自
己
負
担
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
治

療
を
受
け
る
場
合
、
か
か
っ
た

医
療
費
の
３
割
（
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
者
は
２
割
）
が
自

己
負
担
に
な
り
、
残
り
の
費
用

は
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま

す
。

ま
た
、
入
院
中
の
食
事
代
に

つ
い
て
も
、
一
部
自
己
負
担
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。退

職
者
医
療
制
度
に
よ
る

自
己
負
担

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

長
い
間
（
、
年
以
上
も
し
く
は

和
歳
以
降
、
年
以
上
）
会
社
や

役
所
な
ど
に
勤
め
て
退
職
し
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
け

て
い
る
の
歳
ま
で
の
方
と
そ
の

扶
養
家
族
は
、
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
受
診
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
費
の

一
部
負
担
割
合
が
本
人
の
場
合

は
、
入
・
通
院
で
２
割
、
被
扶

養
者
は
入
院
２
割
、
通
院
３
割

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
と
制

度
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
き
い
。

高
額
の
医
療
費
を

負
担
し
た
場
合

１
カ
月
の
医
療
識
自
己
負
担

額
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、
高
額
療
養
費
と

し
て
超
過
す
る
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
診
療

国
民
健
康
保
険
で
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を

I

｛
Ⅱ病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
頼
れ
る
制
度
で
す

月
か
ら
約
３
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
の
で
、
国
保
年
金
課

ま
た
は
指
定
さ
れ
た
支
所
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
１
カ
月
間
に
、
１
人
の
方
が
同

じ
病
院
・
診
療
所
で
６
万
３
６
０

０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
３

万
５
４
０
０
円
）
以
上
支
払
っ
た

場
合

＊
同
一
世
帯
で
１
カ
月
に
２
人
以

上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
１
０

０
０
円
）
以
上
支
払
い
、
合
算
し

て
６
万
３
６
０
０
円
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
３
万
５
４
０
０
円
）

以
上
支
払
っ
た
場
合

＊
高
額
療
養
喪
の
支
給
が
、
同
一

世
帯
で
過
去
１
年
以
内
に
４
回
以

上
あ
っ
た
場
合
で
、
４
回
目
以
降

が
１
カ
月
に
３
万
７
２
０
０
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
４
６

０
０
巴
以
上
支
払
っ
た
場
合

な
お
、
医
療
費
の
計
算
は
次
の

条
件
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
月
を
ま
た
が
っ
た
診
療
は
、
暦

月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

●
同
じ
病
院
・
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
計
算
と
な
り
ま
す

●
一
つ
の
病
院
で
複
数
の
診
療
科

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
各
診
療
科

ご
と
に
計
算
し
ま
す

※
入
院
中
に
負
担
す
る
食
事
代
の

一
部
負
担
金
や
、
差
額
ベ
ッ
ド
料

な
ど
、
保
険
の
き
か
な
い
費
用
は

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

医
療
費
以
外
の
給
付

医
療
費
以
外
に
、
次
の
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
、
出
産
育
児
一
時
金
禿
万
巴

・
・
・
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

支
給
き
れ
ま
す
。
妊
娠
お
日
以
上

の
死
産
・
流
産
で
も
医
師
の
証
明

書
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

２
、
葬
祭
費
（
⑩
万
円
）
。
：
被
保

険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を

入
院
中
の
食
事
代
は
、
診
療
に

か
か
る
饗
用
と
は
別
に
、
一
日
に

つ
き
７
６
０
円
が
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
市
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
申
請
に
よ
っ
て
負
担
が
軽

減
き
れ
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

軽
減
を
受
け
る
に
は
「
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
国

保
年
金
課
（
老
人
医
療
受
給
者
は

介
護
支
援
課
）
で
申
請
し
て
く
だ

き
い
◎申

請
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
保
険
証
に
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

再
度
手
続
き
を

現
在
、
軽
減
を
受
け
て
い
る
方

も
６
月
１
日
か
ら
新
年
度
の
切
り

替
え
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

行
っ
た
方
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

３
、
移
送
費
（
国
保
連
合
会
が
査

定
し
た
額
）
…
病
気
や
ケ
ガ
で
移

動
が
困
難
で
、
緊
急
で
や
む
を
得

な
い
な
ど
の
理
由
で
入
院
や
転
院

を
し
た
と
き
の
移
送
斐
用
は
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、

給
付
さ
れ
ま
す
。

診
療
時
に
全
額
を
支
払
い
、

後
日
給
付
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え

ず
医
療
饗
を
全
額
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
後
日
申
請
し
て
、
国
保
連

合
会
の
査
定
に
よ
り
７
割
ま
た
は

８
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

＊
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

被
保
険
者
証
の
提
示
が
で
き
ず
、

保
険
が
懐
え
な
か
っ
た
場
合

＊
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
具
代

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
加
入
者
は

入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す

ま
た
、
入
院
日
数
が
如
日
を
越

え
る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
軽
減

さ
れ
ま
す
の
で
、
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
高
額
療

養
饗
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
雪
芭
１
１
１
１
内
線
３
２

４
，
３
２
５
，
３
９
２
介
護
支

援
課
医
療
介
護
係
寳
逗
１
１
１

１
内
線
３
１
３
，
３
８
３

や
輸
血
の
生
血
代

＊
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
料

給
付
の
制
限
や

対
象
外
に
な
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
け
ん
か
・
泥
酔
な
ど
や
故
意
に

よ
る
ケ
ガ
や
病
気

＊
仕
事
上
の
ケ
ガ
や
病
気
（
労
災

保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
）

次
の
場
合
に
は
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
美
容
整
形
や
歯
列
矯
正

＊
正
常
な
妊
娠
・
出
産

＊
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
予

防
接
種

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
冥
露
）
１
１
１
１

汀入院中の食事代自己負担額

｜

’

－

氏 名

別府孝子

表てる子

鬼漂三郎

杉山清吉

伊勢佳彦

住所

船戸2-9-32

白山3-5-27

我孫子563.10

湖北台5-5-21

布佐酉町54-4

電話

(84)2320

(85)0396

(82)2061

(88)4655

(89)3414

快畿礁敷

0人

1人

2人

3人

4人

5人目以降、1人増すごとに38万円加算

児童手当

170万円

208万円

246万円

284万円

322万円

特例給付

361万円

399万円

437万円

475万円

513万円

一般加入者

住民税非課

税世帯等

齪鰄識嶋等礎瀧隣銭則Tい紡

90日までの入院

90日を超える入院

(髄2カ月0ﾊ院賊1

1日760円

1日650円

1日50

1日300円



(3) 壷び
一

口
言８９９

争
弟こ1999．6．1

初
夏
の
風
物
詩
・
あ
や
め
ま
つ

り
を
、
今
年
も
６
月
６
旦
旦
か
ら

和
旦
旦
ま
で
開
催
し
ま
す
。
ご

家
族
で
お
出
か
け
く
だ
き
い
。

▼
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時
６
月
喝

日
（
日
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

（
雨
天
の
場
合
は
加
日
に
延
期
）

マ
場
所
④
手
賀
沼
公
園
多
目
的

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
賀
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
作

品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
手
賀

沼
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
の
刊
行
物
に

使
用
し
ま
す
。

蒲
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
テ
ー
マ
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺

▼
規
格
カ
ラ
ー
４
シ
切
り
判
で

一
口
一
一
一
一

垂
一

一
一

第16回手
賀
沼
写
真

コ
ン
ク
ー

ｔ
ｌ
４
０
ｑ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
’
０
４
．
日
８
】

一
道
船
怖
我
孫
子
線
一

一

あ
や
め
ま
つ
り

６
月
幅
日
（
日
）
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
雨
天
の
場
合
は
知
日
）

一I
ー 夕

…一
琴 水の館④

手賀沼公園

、

(9)

水生植物園
o我孫子
手賀沼漁協
o我孫子
手賀沼漁協 広

場
⑧
我
孫
子
手
賀
沼
漁
協

◎
水
生
植
物
園
（
左
図
参
照
）

◆
買
物
天
国
広
場
④
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
印
店
の
青
空
市

余
子
ど
も
広
場
⑥
魚
の
つ
か
み

取
り
…
一
人
１
回
１
０
０
円

心
我
孫
子
吹
奏
楽
団
演
奏
の
◎

の
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
⑧
１
２

溌
余
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
広
場
④

械
版
〈
ワ
イ
ド
も
可
）

▽
募
集
期
間
６
月
知
日
（
火
・

必
着
）
ま
で

▽
応
募
資
格
特
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

》
賞
最
優
秀
賞
、
優
秀
徴
、
入

賞▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
１
人
５
点
ま
で

②
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
③
作
品
に
は
、
応
募
票

（
市
手
賀
沼
諜
に
用
意
）
に
郵
便

ふ
り
が
な

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
月

題
名
を
明
記
し
襄
面
に
貼
付
④

応
募
作
品
は
、
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ

ー
や
刊
行
物
に
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
応
募
先
。
問
い
合
わ
せ
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
手
賀
沼
課
云

（
霜
）
１
１
１
１
内
線
４
６
２

丁且ノロ綜伽11'』､÷.にw
〆

一

ー一一一

手賀沼
し
作
品
募
集

ノ

全
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
◎
雨
天
で

も
行
い
ま
す

全
大
正
琴
・
太
鼓
⑧
○

余
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
④

全
お
茶
席
雰
点
）
④
茶
道
連

盟
に
よ
る
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス

余
遊
覧
船
の
運
航
④
か
ら
◎
１

人
３
０
０
円

※
手
賀
沼
公
園
・
水
生
植
物
園
へ

は
車
で
の
来
場
を
避
け
、
我
孫
子
・

天
王
台
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
日
の
Ｂ
日
に
は
、
手
賀

沼
公
園
・
水
生
植
物
園
・
阪
東
バ

ス
東
我
孫
子
車
庫
間
に
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

会
場
間
の
移
動
は
無
料
送
迎
バ

ス
、
遊
覧
船
（
有
料
）
を
ご
利
用

く
だ
き
い
◎

▼
問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り

実
行
委
員
会
冥
狸
）
３
１
３
１

環境学習に役立ててください、/＝

昭和SO年ころの
手賀沼写真パネル

ノ

環
境
学
習
の
た
め
の
資
料
と
一

し
て
、
昭
和
調
年
こ
ろ
の
手
賀

沼
と
人
々
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ

に
し
た
写
真
パ
ネ
ル
を
、
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
争
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
環
境
保
全
促
進
事
業
助
成
金

を
受
け
て
、
環
境
に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
た
環
境
レ
ン
ジ
ヤ

｜’
!［

第5回

手賀沼工ｺマラソン
と
し
た
環
境
レ
ン
ジ
ャ

ー
運
営
委
員
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
そ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
写

真
パ
ネ
ル
を
制
作
し
ま

し
た
。皆

さ
ん
が
環
境
学
習

を
行
う
と
き
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
。
問
い
合
わ

せ
手
賀
沼
課
實
芭

１
１
１
１
内
線
４
６
２
，

５
６
８
へ

、
参加者を募集します

〃
よ
み
が
え
る
手
賀
沼
苔
わ
や

か
に
走
ろ
う
〃
を
テ
ー
マ
に
第
５

回
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

ｍ
月
訓
旦
旦
に
開
催
ざ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
我
孫
子
市
、
柏
市
、

沼
南
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
団

体
、
医
師
会
な
ど
が
一
堂
に
会
し

て
大
会
運
営
に
あ
た
り
、
昨
年
も
遥

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
の
ご
協
力
、

地
域
住
民
の
皆
き
ん
の
ご
理
解
の

な
か
で
、
麺
都
道
府
県
・
６
７
７

９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
晩
秋
の
手
賀

沼
湖
畔
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

今
回
か
ら
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ

ン
と
名
称
を
変
更
し
、
水
質
汚
染

度
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
の
汚
名
を

返
上
す
べ
く
、
日
本
全
国
に
自
然

環
境
の
大
切
ざ
を
訴
え
る
大
会
と

し
て
飛
蹄
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
コ
ー
ス
沿
道
や

周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
交

通
規
制
等
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご

我
孫
子
市
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
で
は
〃
み
ん
な
の
キ
ャ
ン

プ
滝
だ
！
星
だ
！
湖
だ
！
〃
を

ば
ん
だ
い

テ
ー
マ
に
磐
梯
の
大
自
然
の
中
で

楽
し
き
盛
り
だ
く
ざ
ん
の
キ
ヤ
ン

｜
I

l
I

劇
当

篭
f

lU
｡

’‐‐’

琴
元
巷
の
キ
ー
ン
ブ
壼
だ
！
雲
だ
！
湖
だ
Ｉ

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

G

I割

轍

種
⑤
墨
暮

ｒ
凪
妙
ｈ
Ｉ
卜
Ⅲ
Ⅳ
叫
１
ヶ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｇ
Ｌ

腰

■

一

回

ロ

ー

巳
凸 協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
大
会
要
項
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
種
目
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

マ
参
加
資
格
旧
歳
以
上
の
健

康
な
方
で
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

を
２
時
間
如
分
以
内
で
完
走
で

き
る
方

亨
定
員
先
着
６
０
０
０
人

（
振
込
日
付
胆

▽
参
加
費
３
０
０
０
円

▽
大
会
要
項
の
配
布
場
所
市

役
所
本
庁
、
支
所
、
行
政
連
絡

所
、
市
民
体
育
館
、
体
育
課

▼
申
し
込
み
方
法
大
会
要
項

に
添
付
の
郵
便
振
替
用
紙
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
７
月
犯
日

釜
）
ま
で
に
参
加
饗
を
振
り
込
み

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
エ
コ

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

貧
包
８
３
４
５
ま
た
は
教
育

委
員
会
体
育
課
貧
芭
１
１
５

１プ
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程
７
月
幻
日
（
土
）
か
ら
８

月
２
日
（
月
三
２
泊
３
旦

▽
宿
泊
場
所
福
島
県
国
立
磐
梯

青
年
の
家

壁
戊

FJ2

▼
対
象
小
学
校
４

年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
ま
で

▽
定
員
先
着
”
人

▽
参
加
費
１
万
５

０
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い

合
わ
せ
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
性
別

電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
保
護
者
名
を

明
記
し
、
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
實
芭

１
１
５
１
へ

一

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

▼
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
。
：
６
月
３
日
（
木
）
＊

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：
．
６

月
迦
日
（
木
）
＊
湖
北
台
分
館

（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）
．
：
６
月
嘔
日

（
金
） 湖

北
台
分
館
、
布
佐
分
館
、
そ

よ
か
ぜ
号
は
６
月
１
日
（
火
）
か
ら
ｎ

日
（
金
）
ま
で
、
本
館
は
６
月
叫
日

（
月
）
か
ら
奉
旦
金
）
ま
で
蔵
書
点
検

の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た
め

休
館
し
ま
す

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

お
は
な
し
会

1

一
一
」び↑

め
一

1

図
書
館

だ
よ
り

ｈ
猷
睡
強
、

蚕
（
副
）
１
１
１
０

垂
（
師
）
３
０
５
５

公
（
顕
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

零
(､認、 夛

:劃墨そよかぜ号6月の日程(荒天中止）四
月
の
下
旬
に
手
賀
沼
の
遊
歩

こ
う
の
や
藍
し
ん
で
ん

道
を
行
く
と
、
高
野
山
新
田
の
農

園
の
そ
ば
の
湿
地
に
カ
サ
ス
ゲ
が

群
生
し
て
い
て
、
丁
度
花
盛
り
で

し
た
。カ

サ
ス
ゲ
の
茎
は
断
面
が
三
角

形
で
、
茎
の
先
端
に
尾
の
よ
う
な

お
ぱ
な

形
の
雄
花
の
穂
を
つ
け
ま
す
。

め
ぱ
な

雌
花
の
穂
は
そ
れ
よ
り
下
部
で
、

粒
々
し
た
雌
花
が
円
柱
状
に
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
花
の
時
期
に
は
、

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
釦

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
、
分
ま
で
）

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
お
り
紙
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

＊
も
も
た
ろ
う
…
海
老
原
千
代
子

（
中
峠
）

＊
つ
ば
め
…
香
取
富
美
薊
北
宣

＊
か
ぶ
と
…
今
井
た
け
子
（
白
山

＊
武
者
人
形
…
小
西
キ
ミ
イ
（
中

里
） ミ

ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

曜日日場所時間(午後）

湖北地区公民館1:20～l:50

水16中峠地田谷公園2:10～2:40

柴崎台4号公園3:00～4:00

木，7身体障害者福祉センター2100～2:45
新木北公園3:00～4:0 0

金18久寺家あけぼの公園2:00～2:45
旧東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

三洋電機社宅入口l:30～2:15

水23カクライ家具駐車場2:30～3:00

台田池尻公園3:20～4:00

木24天王台東児童公園2:00～2:50
浅野谷3号公園3:10～4:00

金25聴期霊溌ﾝ;_謹順;:

水 16

’1
-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

木 17

お

ノ

廼
歩
穂
か
ら
褐
色
の
雄
し
べ
や
白
い

め

の
農
雌
し
べ
の
花
柱
が
た
く
さ
ん
出

グ
が
る
の
で
見
事
で
す
。

り
ん
ぺ
ん

り
で
雄
し
べ
や
雌
し
べ
は
鱗
片
で

包
ま
れ
、
保
護
き
れ
て
い
ま
す
。

ち
か
け
い

一
頁
地
中
に
は
地
下
茎
が
あ
り
、

フ
な
泥
の
中
に
枝
を
伸
ば
し
て
繁
殖

し
ま
す
。
カ
サ
ス
ゲ
は
別
名
を

郡
で
、
ミ
ノ
ス
ゲ
と
も
い
い
、
か
つ
て

か
さ
み
の

乗
ま
は
葉
で
笠
や
蓑
毒
瀝
嘩
り
ま
し
た
。

に
は
、
「
五
月
雨
に
菅
の
笠
ぬ
ぐ

か
な

、
ｊ
こ
れ
鋤
稗
鋤
坐
卦
舞
が

ゲ
鯏
鮮
纈
華
砿
舜よ

ス
ぐ
ん
看
享
。
こ
の
句すげ

Ⅷ
翅
か
ら
も
明
治
の
頃
は
菅

サ
っ
鶉
使
わ
れ
て
い
た
こ

力
紳
珠
議
事
。

く

佐
久
間
俊
行
）

匙

金 18

ひ
ろ
こ

＊
桜
散
る
…
海
老
原
洋
子
（
中
畦

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
絵
画
Ⅱ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

通
う
皆
ざ
ん
の
作
品
で
す
。Ｌ

ふ
む
ハ
ノ
》
』

▽
作
者
菊
地
博
、
藤
沢
洋
子
、

か
が
雄
士
腐
る

加
々
差
犀
子
、
倉
林
昭
、
田
村
主
、

か
つ
じ
ち
か
わ
ひ
で
み

青
山
一
二
、
江
幡
力
、
中
西
英
巳
、

ｆ
ｔ
ｆ
？

武
善
忠
次
、
玉
野
浩
、
辻
カ
ツ
子
、

高
掌
、
量
擢
、
澗
舗

じ治
、
谷
澤
由
紀
子
、
吉
田
健
一
、

脇
本
信
博

▽
展
示
期
間
両
館
と
も
６
月
哩

日
（
土
）
か
ら
８
月
８
日
（
日
）
ま
で

水 23

木 24

金 25



｢－
(4)録 び こ 1999.6.1国

言第998

て
は
、
中
心
部
の
温
礎
が
石
度
Ｃ

で
、
１
分
間
以
上
の
加
熱
が
必
要

で
守
℃

④
食
品
が
残
っ
た
場
合
は
、
清
潔

な
容
器
（
早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅

い
も
の
）
に
小
分
け
し
て
、
保
存

し
ま
し
よ
》
Ｚ

⑤
飲
料
水
（
井
戸
水
笠
は
、
術

生
的
に
管
理
し
、
生
水
を
飲
む
の

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
病
原
性

オ
ー

大
腸
菌
Ｏ
ｌ
ｌ
５
７
等
に
よ
る
食

中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

家
庭
で
も
、
次
の
点
に
注
意
し

て
、
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
調
理
前
・
食
事
前
・
用
便
後
な

ど
は
、
必
ず
流
水
で
、
手
を
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
器
具
は
、
十
分
に
洗
浄
・

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

③
食
品
は
、
衛
生
的
に
取
り
扱
い
、

加
熱
を
要
す
る
食
品
は
、
十
分
に

熱
を
加
え
ま
し
ょ
う
。
目
安
と
し

｡
G

などによる0157

食中毒に注意を

6月の日曜，休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持参健康保険証と診療費 健康

ガイド
電話

予防は家庭から

’
抄

６
月
は
、
「
動
物
の
正
し
い
飼
い

方
推
進
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と

を
守
っ
て
動
物
を
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。

◎
飼
い
犬
（
生
後
卯
日
以
上
）
の

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
を
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
犬
、
子
猫
を
増
や
す
つ
も
り

が
な
い
場
合
は
、
必
ず
不
妊
手
術

を
受
け
き
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

毎
週
木
曜
日
午
前
８
時
如
分
か
ら

ｎ
時
犯
分
ま
で
、
市
役
所
守
衛
室

前
で
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
は
危

険
で
す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
犬
や
子
猫
の
時
か
ら
し
つ
け

を
行
い
、
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く

よ
う
に
訓
練
し
ま
し
ょ
う
。

◎
散
歩
中
の
犬
の
蝋
は
、
査
任
を

も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
千
葉
県
の
条
例
で
「
危
険
な
動

物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ル
や

ヘ
ビ
な
ど
を
飼
う
場
合
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

動
物
は
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を

｜
蕊
婚

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
食
中
毒
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
腹

痛
や
下
痢
、
発
熱
、
吐
き
気
な
ど

が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１’

１
１

柏
保
健
所
で
は
、
神
経
・
筋
疾

患
に
つ
い
て
、
専
門
医
に
よ
る
相

談
を
行
い
ま
す
。
歩
き
づ
ら
い
、

か
け
な
い
よ
う
に
、
愛
情
と
寅
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

－
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け

房
教
雲
基
礎
講
座
蓼
加
募
集

▼
日
時
６
月
哩
日
（
土
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
０
時
釦
分

▼
場
所
柏
市
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
（
柏
市
柏
下
迫

▼
内
容
①
学
科
誰
習
②
デ
モ
犬

に
よ
る
模
範
減
技
③
同
伴
犬
の
実

技
訓
練
（
③
は
雨
天
の
際
は
中
止
｝

▼
参
加
費
５
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
定
員
先
着
和
人
（
犬
を
同
伴

き
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し
出
て

く
だ
き
い
・
た
だ
し
、
先
着
、
人
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
６
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
柏
保

健
所
食
品
衛
生
班
貧
印
）
１
２
５

５
へお

口
の
中
を
清
潔
に

Ｉ
口
腔
保
健
週
間
Ｉ

標
語
譲
猟
綱
脇
鮒
樅
岫

６
月
４
日
か
ら
、
日
は
、
「
口
腔

保
健
週
間
」
で
す
。

帥
歳
で
和
本
の
歯
を
目
標
に
、

口
の
中
を
点
検
し
て
歯
の
健
康
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

神
経
難
病
相
談

｜

’

’
’

’ B(87)1'141テレホン
サービス

力
が
入
り
に
く
い
、
手
足
の
ふ
る

え
等
の
神
経
症
状
で
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
７
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
、
沼
南
町
保
健
セ
ン
タ

ー
（
沼
南
町
役
場
と
な
り
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砺

話
で
６
月
皿
日
（
金
）
ま
で
に
柏
保

健
所
疾
病
対
策
班
貧
包
１
２
５
５

へ
（
予
約
制
）

講
演
会
「
素
晴
ら
し
い
〃
在
宅

ホ
ス
ピ
ス
“
を
実
現
さ
せ
よ
｝
２

▼
日
時
６
月
四
日
（
土
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
４
時
犯
分

▽
場
所
瀧
澤
大
学
（
Ｊ
Ｒ
南
柏

駅
東
口
か
ら
バ
ス
で
約
ｍ
分
）

▽
内
容
誰
演
「
が
ん
患
者
を
支

よ
し
ゆ
き

援
す
る
私
の
活
動
」
…
島
村
善
行

（
千
葉
西
総
合
病
院
副
院
長
）

「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
で
学
ん
だ

こ
と
」
・
・
・
小
笠
原
一
夫
（
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
小
笠
原
医
院
長
）
他

▽
参
加
費
５
０
０
円

※
終
了
後
、
講
師
を
交
え
て
の
懇

6月の各種健診と健康教室

保健センター湖北台1の12の16壷(87)1131

’’
時間 内容（その他）項目 期日 対 象

受付
9:15～9:30

父親母親になる
方･家族の方

ビデオ、お産の経過､家族計画
補助体操など(電話で予約）しあわせ学級 18日

持参･母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(4日)、歯ブラシ(11日）
(電話で予約）

受付
9:15～9:30

妊娠20～27週の

妊婦
母親学級 4日､11日

11]､8日
1S日

F成11年1月生まれ
(対象児に通知）

身体測定､栄養･歯科･育児相談など
持参…母子健康手帳､バスタオル等

受付
9:15～9:45

4カ月児相談
親
会
（
会
強
５
０
０
０
円
）
を
開

難
欝
鵡
騨
縦
唾
溌
健
康
メ
モ
③
最
近
の
子
ど
も
の
あ
ご
一

せ
特
哩
内
云
（
だ
）
３
４
６
５

雲
蓬
鳶
識
講
塗
塞
盤

あ
ご

▽
日
時
６
月
四
日
（
土
）
午
後
１
見
方
が
、
社
会
一
般
の
考
え
方
に
っ
て
き
ま
し
た
。

時
か
ら
４
時
蓼
加
餐
無
魁
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
高
栄
養
食
に
よ
り
全
一

▽
場
所
千
葉
市
民
会
館
（
Ｊ
Ｒ
確
か
に
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
に
登
身
の
発
育
が
良
く
な
り
、
・

総
武
線
東
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）
場
す
る
人
気
タ
レ
ン
ト
や
ア
イ
ド
＊
歯
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
一

▼
内
容
医
療
識
演
「
小
児
期
の
ル
の
人
た
ち
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ト
＊
子
ど
も
の
顔
は
確
実
に
大
き
く
一

慢
性
腎
疾
患
の
治
療
の
現
況
」
：
．
ン
ガ
リ
あ
ご
が
多
く
、
歯
並
び
の
な
り
、
顎
の
形
が
早
く
成
人
の
形
一

宇
田
川
淳
子
（
国
立
療
養
所
千
葉
悪
い
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
に
近
づ
い
て
い
る

東
病
院
小
児
科
医
長
）
「
小
児
し
か
し
、
最
近
の
論
文
で
、
こ
と
い
う
こ
と
で
す
。

腎
不
全
の
治
療
の
現
況
」
…
川
村
れ
ら
の
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
人
類
学
的
に
見
て
も
、
顎
や
歯
一

剛
国
立
佐
倉
病
院
小
児
科
医
逗
事
と
は
逆
の
結
果
が
発
表
さ
れ
て
は
長
い
年
月
を
経
て
、
変
化
し
て
一

教
育
誰
演
「
こ
れ
か
ら
の
病
弱
児
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

い
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
し
ょ
う
一

に
と

教
育
」
…
林
ト
シ
子
（
県
立
仁
戸
＊
軟
食
が
原
因
で
歯
並
び
が
悪
く
が
、
軟
ら
か
い
食
事
が
登
場
し
た
一

な名
養
護
学
校
校
長
）
体
験
発
表
、
な
る
と
は
限
ら
な
い
戦
後
数
十
年
の
単
位
で
と
ら
え
る
一

質
疑
応
答
ほ
か
＊
同
じ
よ
う
な
食
事
を
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
一

▼
定
員
１
０
０
人
子
ど
も
で
も
、
永
久
歯
の
歯
並
び
や
は
り
歯
並
び
は
、
遺
伝
的
要
一

く
う
げ
き
》
奪
う
せ
い

▽
問
い
合
わ
せ
千
葉
「
腎
炎
．
は
正
常
、
空
隙
、
叢
生
に
分
か
れ
因
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
」
を
守
る
会
事
務
る

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
歯
科
一

局
壷
０
４
７
４
（
四
０
７
６
１
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
師
会
冥
邑
０
０
８
８

’
身体測定、栄養･歯科･育児相談
持参･･･母子健康手帳

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

受付
9:15～10:00育児相談 16日

,．平成10年12月以前生まれで1回目を受ける方
･平成11年3月9日以前に1回目を投与した方
母子健康手帳､予診票(予防接種ノートに添付)､体温計

8日

15日

持参

小児マヒ生ワクチン
(ポリオ)投与

受付
13:15～14:15

8日､15日

受付
9:15～10:00

持参･･･母子健康手帳、健診票
歯ブラシ（親と子）

平成9年11月生まれ
（対象児に通知）.|歳6カ月児健康診査 3日､10日

受付
9:15～10:30

¥成8年10月生まれ
(対象児に通知）

持参母子健康手帳､通知ハガキ、
歯ブラシ(親と子)、コップ､タオル2歳8カ月児歯科健診 17日

3歳児健康診査’ 受付
12:45～13:30

平成7年11月生まれ
（対象児に通知）

持参･･･母子健康手帳､健診票､歯ブ
ラシ(親と子)、尿､アンケート

3日､10H

受付
9:30～10:00

簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先着20人）

離乳 食教室 乳児を持つ母親25日

8日､15日
22日

受付
13:00～13:30

肩こり腰痛予防の体操、栄養の話、歯の話なと
持参…健康手帳、体操のできる服装肩こり。腰痛教室

栄栄養相談｜

酒害相談｜
ｱﾙｺーﾙ家族教室’

’
幟
一
帽
一
岨

電話で予約|指導を受けたい方|カロリーチェック､献立ｱドバｲｽ

|鰕款圃難’
アルコール問題を
抱えた本人、家族

グループミーティング
お気軽にご相談ください

13:30～15:00
｜

I

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)恋(67)1255

’ ’ ’
’

発達心理相談員保健婦の相談・
指導電話で予約(地域指導班）

１
１

発達の遅れがL,配
な2歳までの子

乳幼児発達相談 24日 l3:00～15:30

療青相談'24日’
整形外科的に心配
な18歳未満の子

整形外科医の診察､保健婦の相談
指導持参…母子健康手帳

i3:00～14:00

糖神保健相談員の相談

専門医の相談は予約が必要です

糖神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

１
１

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ伽ごと欄 14:00～16:007日、15日

脈 4日、l旧
18日､25日

精神病、輔神神経
症で悩んでいる方

康相談 14:00～16:00

ー●－●一●一色一色一也一凸一■一凸一合一一一寺一●一●－●ー申一
一●一甲一■一■一凸一●一●一●ー●ー■一sー･一色ー由一■｡b●■,

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
剣
道
の
子
ど
も
用
防
具
・
小
学

つ
か
つ
も
唇
と

生
用
〈
土
元
壷
（
露
）
１
４
５
８
〉

＊
剣
道
着
上
下
・
身
長
１
６
０
セ

た
か
の

ン
チ
用
〈
高
野
雲
壁
１
１
５
３
〉

▽
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
き
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、

電
話
で
商
工
観
光
課
消
費
指
導
係

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-1192我孫子1858市役所広報広聴課

⑮
⑤
⑤
借
翰
ｅ
⑪
②
⑪

短歌 俳句
山本寛太選 竹内旦選

維
糠
縮
声
映
画
の
ご
と
く
落
つ
青
山
陽
子

轆
睡
や
蝿
鵬
の
浜
の
ざ
く
ら
貝
渋
谷
多
佳
子

錐
遮
錘
や
先
頭
を
行
く
車
椅
子
壁
谷
千
鶴
子

畔
懲
り
漣
鬘
農
り
け
り
笛
菫

雛
琴
や
路
地
に
停
り
し
救
急
車
松
浦
白
梅

趣
畦
嬬
や
恥
愁
一
言
六
十
度
平
塚
利
雄

紙
舞
ふ
詮
鵬
戟
に
見
ゆ
る
日
和
か
な
柳
富
美
子

せ
ん
か
く
き
し
ょ
う
め
か
り
ぷ
ね

尖
閣
の
奇
勝
を
背
負
ひ
和
布
刈
舟
高
橋
喬

裏
山
の
風
や
は
ら
か
に
竹
の
秋
川
上
進
也

く
さ
や

憎
か
ら
ぬ
ひ
と
に
草
矢
を
放
ち
け
り
宮
腰
多
加
雄

は
な
い
な
た

ゆ
っ
く
り
と
私
の
よ
う
な
花
筏
小
林
福
子

た
ふ
じ
ふ
さ

路
地
に
垂
る
藤
房
傘
に
触
れ
に
け
り
谷
口
正
英

溌
を
醤
ぐ
鼠
騨
介
零
撫
鰯
み
な
り
若

き
ナ
ー
ス
は
津
村
阿
里

誹
ひ
来
れ
ば
手
作
り
お
は
ぎ
の
職
ぎ
を
ぱ
友
そ
そ
く

さ
と
包
み
て
呉
れ
し

馬
場
千
鶴
子

ゆ
る
や
か
な
坂
登
り
ゆ
く
湯
の
村
は
夕
暮
れ
早
く
月

傾
け
り

関
口
静
江

お
の
く
わ
２
弾
守
フ

老
い
し
友
沼
辺
に
生
ふ
る
野
萱
草
を
札
立
て
網
引
き

今
年
も
守
る
三
谷
和
夫

が
く
げ
い
か
い

学
蕊
会
主
役
の
我
に
衣
裳
縫
ふ
教
育
マ
マ
の
母
若
か

り
き

籏
瀬
正

白
き
ね
順
レ
ー
ス
の
如
く
癖
り
な
し
て
ヨ
ッ
ト
行
き

交
ふ
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
海
老
塚
恵
美
子

亡
き
父
の
使
ひ
専
朧
靴
の
證
誓
簿
け
て

有
り

須
田
博

朝
食
を
せ
は
し
く
す
ま
し
種
を
ま
く
午
後
よ
り
関
東

雨
に
な
る
と
や
新
堀
孝
女

あ
め

藤
咲
け
ば
た
だ
に
う
れ
し
き
心
地
し
ぬ
吾
を
愛
で
く

れ
し
祖
母
の
名
ゆ
ゑ
に
川
上
進
也

つ
な
い
と

幾
重
に
も
命
の
綱
を
腰
に
巻
き
岩
山
に
挑
む
若
き
ク

ラ
イ
マ
ー
小
林
光
江

へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
。

▽
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
な
ど
日
用
雑
貨
等

の
耐
久
消
費
財
で
す
。
衣
類
、
原

動
機
付
き
自
転
車
、
自
動
車
、
生

き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
諜
云

（
坊
）
１
１
１
１
内
調
癖
３
２
９

日 病。医院名

6日

13日

日

27日

’

我孫子東邦病院

藤本内科医院

アビコ外科整形外科病院

横田小児科医院

平和台病院
’

湖北台診療所

我孫子聖仁会病院

せり整形外科

82-816

82-1885

84-7321

84-4133

89－1111

88-8768

86-0685

休日救急歯科診療所（市民会館内）

夜間に急病のときは
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そ
せ
い
ほ
う

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
の

知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
「
救
急

講
習
今
室
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
署
の
救
急
隊
員
が
、
人
形

６
月
喧
日
の
「
県
民
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、
市
内
の
公
共
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す
。
ご
家
族
や
友

達
同
士
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
無
料
開
放
施
設

拳
市
民
体
育
館
（
全
施
設
）
・
・
・
６

月
哩
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時

守
問
い
合
わ
せ
市
民
体
育
館
壷

（
師
）
１
１
５
５

条
烏
の
博
物
館
：
６
月
喧
旦
火
）

午
前
９
時
犯
分
か
ら
午
後
４
時
弛

分
企
画
展
「
手
賀
沼
の
鳥
」
を
開

催
中
。

▽
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
金

（
お
）
２
２
１
２

季
あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道
（
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
）

：
．
６
月
週
日
（
日
）
午
前
、
時
か
ら

県
民
の
日
市
内

公
共
施
設
無
料
開
放

心肺蘇生法を学んでみませんか

救急講習会
p

市
内
施
設
の
無
料
開
放
一
東
葛
飾
地
鐵
行
事

『
フ
ァ
ミ
リ
日
シ
ア
タ
８
」
『
ふ
る
さ
と
フ
エ
ア
」

を
使
い
、
具
体
的
に
人
工
呼
吸
や

止
血
法
を
指
導
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
、
あ
な
た
の

ま
わ
り
の
人
を
救
う
技
術
を
、
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
７
月
、
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
蓼
加
饗
鉦
避

▼
場
所
消
防
本
部
２
階

▼
内
容
救
急
隊
員
に
よ
る
一
人

法
の
心
肺
蘇
生
法
・
大
出
血
時
の

止
血
法
指
導
（
講
習
後
、
救
命
技

能
適
正
と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
修

了
証
を
交
せ

▼
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定
員
先
着
知
人

▼
申
込
期
限
６
月
如
旦
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
遜

話
ま
た
は
直
接
、
消
防
本
部
藩
防

諜
救
急
救
助
係
冥
理
０
１
１
９
へ

（
市
内
消
防
署
で
も
受
け
付
け
）

阜
匡
の
日
東
薑
諏
地
域
行
事

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

▽
日
時
６
月
四
日
（
土
）
第
１
回

：
．
午
前
、
時
か
ら
午
後
０
時
、
分

第
２
回
…
午
後
１
時
巧
分
か
ら
３

時
、
分
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
松
戸
市
民
会
館

▼
内
容
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
量

▼
出
演
劇
団
こ
ぐ
ま
座

▽
定
員
各
回
１
２
１
２
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
電
話
番
号
、

申
込
者
全
員
の
氏
名
、
希
望
回

（
第
１
回
・
第
２
回
）
、
返
信
用

に
ご
自
分
の
宛
名
を
明
記
し
、
６

月
９
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
〒

午
後
４
時

▽
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
壷
（
露
）
１
１
３
０
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

〃
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
〃

は
、
平
成
加
年
２
月
に
素
案
を
公

表
し
、
素
案
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
、
市
議
会
・
都
市

計
画
審
識
会
で
の
議
論
・
群
議
を

ふ
ま
え
て
、
調
整
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
、
年
度
に
市
の
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
〃
新
総
合
計
画
々
の
策
定
作
業

が
開
始
き
れ
た
こ
と
か
ら
、
〃
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
〃
は
、

２
７
１
１
８
５
６
０
松
戸
市
小
根

本
７
束
葛
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

ヲ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー
怪
査

０
４
７
（
３
６
５
）
３
０
０
８
へ

※
ハ
ガ
キ
－
枚
に
つ
き
５
人
ま
で

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

我
孫
子
市
を
含
め
、
東
葛
飾
管

内
皿
市
町
が
、
特
産
品
（
花
や
野

菜
等
）
の
即
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
福

祉
フ
ェ
ア
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
６
月
６
日
（
且
午
前
、

時
犯
分
か
ら
午
後
２
時
（
小
雨
実

施
・
荒
天
中
止
）

▽
場
所
松
戸
市
西
口
公
園
（
松

戸
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分
。
Ｄ
マ

ー
ト
と
な
り
）

マ
入
場
料
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
東
葛
飾
地
域
県

民
セ
ン
タ
ー
金
０
４
７
（
３
６
５
）

３
０
０
８

阜
屋
の
日
壼
壹
師
地
域
行
事

東
葛
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

新
総
合
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
策
定
し
て
い
き
ま
す

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
Ｉ
Ｉ
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
１
１
１
１

６
月
６
日
（
日
）
か
ら
血
日
（
土
）

い
っ
て

ま
で
、
「
危
険
物
一
手
先
読
む

確
か
な
点
検
」
を
標
語
に
〃
危
険

物
安
全
週
間
が
が
行
わ
れ
ま
す
。

危
険
物
は
石
油
類
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
入
り
ガ

ス
、
毒
物
、
劇
物
な
ど
で
、
化
学

工
業
製
品
の
原
料
や
、
自
動
車
・

ボ
イ
ラ
ー
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
燃

料
と
し
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
危
険
物
は
、
暮
ら
し

の
便
利
さ
や
快
適
ざ
を
支
え
て
い

ま
す
が
、
反
面
、
取
り
扱
い
を
誤

る
と
、
生
命
や
財
産
を
奪
う
事
故

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

危
険
物
に
よ
る
事
故
や
災
害
は
、

新
総
合
計
画
と
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
金

（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
７
８

鐘
蕊
鵜
費
霊
蕊
震

事業所の皆さんご協力を ６
月
６
日
か
ら
柤
日
ま
で

平成11年事業所｡企業
統計調査､商業統計調査

平
成
ｎ
年
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
と
商
業
統
計
調
査
を
行
い
ま

す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

統
計
調
査
で
、
調
査
結
果
は
国
や

都
道
府
県
な
ど
の
経
済
・
社
会
政

策
立
案
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
、
事
業
所
の

名
称
、
所
在
地
、
電
話
番
号
、
経

営
組
織
、
事
業
の
種
類
、
年
間
販

売
額
、
売
り
場
面
穣
な
ど
で
す
。

調
査
事
項
を
他
に
漏
ら
し
た
り

そ
の
多
く
が
人
的
ミ
ス
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
１
年
を
と
お
し

て
、
危
険
物
施
設
へ
の
立
入
検
査

を
行
い
、
事
故
の
防
止
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
孫
子
市
防

災
協
会
で
は
、
６
日
に
セ
ス
ナ
機

を
使
っ
て
危
険
物
の
安
全
な
取
り

扱
い
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の

方
は
、
こ
の
週
間
を
契
機
に
保
安

体
制
の
確
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
皆
ざ
ん
も
、
こ
の
機

会
に
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
安
全
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防

課
奏
副
）
７
７
０
２

ご協力をお願いします

》
》

す
る
こ
と
は
、
統
計
法
に
よ
っ

て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
各
事
業
所
の
機
密
事
項
は
、

し
っ
か
り
と
守
ら
れ
ま
す
。

６
月
”
日
以
降
に
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
は
、
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
と
商
業
統
計
調
査
を
、

１
枚
の
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計

係
冥
翌
０
５
７
７

千
葉
県
明
る
い
社
会
づ
く
り
推

進
協
議
会
我
孫
子
地
区
で
は
、
家

庭
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て
の
識

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

小
さ
な
お
子
ざ
ん
の
い
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
６
月
聖
日
（
木
）
午
前
、

建
設
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
６
月
に

「
平
成
皿
年
度
建
築
物
等
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
最
近
の
建
築
物

や
住
宅
の
建
築
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
国
や
都
道
府
県
の
住
宅
行
政

な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。対

象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
事

P

学ぶ

家庭教育：「

５
月
妬
旦
旦
に
手
賀
沼
公
園
多

目
的
広
場
で
、
福
祉
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
約
２
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
「
み
ん
な
で

つ
く
る
街
共
に
生
き
る
街
」
を

テ
ー
マ
に
、
模
擬
店
や
リ
サ
イ
ク

時
巧
分
か
ら
正
午
（
参
加
識
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容
家
庭
教
育
識
演
会
「
新

時
代
の
家
庭
教
育
…
考
え
る
子
ど

も
は
人
間
と
し
て
成
長
す
る
」

▼
講
師
佐
藤
カ
ヨ
（
東
京
家
庭

教
育
研
究
所
誌
師
）

▽
対
象
ど
な
た
で
も
（
当
日
、

直
接
会
場
に
）

※
託
児
も
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
高
橋
貧
芭
０

４
８
５

前
に
通
知
し
、
市
の
建
築
指
導

課
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間
６
月
、
旦
木
）

か
ら
”
旦
水
）
ま
で

▽
調
査
区
域
根
戸
、
つ
く
し

野
１
丁
目
、
柴
崎
台
２
丁
目
の

い
ず
れ
も
一
部
の
区
域

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

指
導
係
委
芭
１
１
１
１
内
線

５
２
８ま

つ
り
を
と

第
釦
回
福

あ

び

祉
ル
品
の
販
売
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
、
我
孫
子
の
福
祉
に
つ
い
て
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
団
体
は
、
福
祉
施
設
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
特
別
誕
護
老

人
ホ
ー
ム
、
福
祉
作
業
所
な
ど
。

ま
つ
り
は
、
参
加
者
に
さ
ま
ざ

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
で
は

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
皆

－－‐－

作 品募集

お
し
て

ま
つ
り
に

ｰ ‐↓
↑

里

あ~ﾗ風月一一ｱー ｰる凧，‐
写真コンクール

道の
あ

〃
福
祉
″

体
験

約
２
５
０
０
人

れ
あなたの印象に残る道の写真をお寄せください

ま
な
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
各
団
体
の
コ
ー
ナ
ー
で
ス
タ

ン
亥
を
集
め
る
と
景
品
を
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。
参
加
者
、

特
に
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
付
け
て
目
が
不
自
由
な
人
が

ど
ん
な
に
大
変
か
を
体
験
し
た
り
、

車
イ
ス
に
乗
る
・
押
す
コ
ー
ナ
ー
、

点
字
で
自
分
の
名
前
を
う
つ
コ
ー

ナ
ー
、
手
話
で
の
あ
い
ざ
つ
を
学

ぶ
コ
ー
ナ
ー
（
写
真
。
上
）
と
、

１
日
で
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

車
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
女
の

子
３
人
が
友
達
の
乗
っ
た
車
イ
ス

を
押
し
て
段
差
越
え
に
挑
戦
。
思

う
よ
う
に
動
か
せ
ず
に
、
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
。
下
）

さ
ん
、
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
道
の
あ
る
風
景

▼
募
集
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ターゲット・バード
グラウンド･ゴルフ

太極拳会員臨時学童保育指導員

閻 1
つゆさき

露崎あかりちゃん
（都部･1歳1カ月）

惨練習日毎週月曜日午後6時か

ら7時30分

し場所根戸近隣センター

し会費月額…円､入会金2”円

似申し込み・問い合わせ電話で

桑島盃(82)3658へ

圃凹圃践

し雇用期間7月15日(木)から8

月31日（火）

惨勤務時間・場所午前8時から

午後6時までの間で1日4時間か

ら8時間、市内の学童保育室

し勤務内容生活・余暇指導

し資格要件高校卒業以上で50歳

くらいまでの健康な方

,募集数15人程度

，賃金時給880円

し申し込み・問い合わせ履歴書

(写真貼付）を6月15日(火)まで

に子育て支援課査(85)1111内線

347へ持参

し日時6月9日(水)、16日（水）

19日(土)いずれも午前10時から正

午(雨天中止）

し場所湖北台中央公園

し参加費無料

し申し込み当日直接会場へ

い問い合わせ教育委員会体育課

壷(85)1151

こ
や
か
ち
や
ん
甲|蕊撫肖『 鐙

体験してみませんか
ニユースポーツ「ペタンク」 ’

1

1
1 平成11年第2回市議会定例会は

6月7日(月)に開会され、一般質

問は6月14日(月)から16日(水)ま

で行われる予定です。本会議はど

なたでも傍聴できます。

※詳しくは議会事務局盃(85)1111

内線242へお問い合わせください。

標的に金属球を投げ合い、点数

を争うカーリングに似た競技です。

シ日時・場所6月13日(日)午前

10時から正午、午後1時から3時、

湖北台中央公園（雨天中止）

し参加費無料

し申し込み当日直接会場へ

’問い合わせ教育委員会体育課

壷(85)1151

圃 圀圃凹 暮らしの中の「水の旅」
（又見学一 妻
普段使っている水の行方を、県

民の日に親子で旅してみませんか。

腰日時6月15日(火)午前8時45

分､市民会館駐車場に集合

し見学先北千葉浄水場、手賀沼

終末処理場ほか（参加費無料）

し定員先着25人（個人参加可）

し持 参昼 食

し申し込み・問い合わせ電話で

6月10B(木)までに商工観光課消

費指導係壷(85)1111内線329へ

|｜’うちわや朝顔など、季節の飾り

物を折り紙で作ろう。

修巳時。場所6月10日(木)午前

10時から正午、湖北地区公民館

し定員先着30人

，参加費300円

惨申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館盆(88)4433へ

し派遣期間1年または2年

し派遣先アメリカ、ハワイ、デ

ンマーク、ドイツ、スイスなど

し資格昭和44年4月2日から56

年4月1日までに生まれた方（派

遣先により異なります）

し費用58万円から116万円（市

から20万円の補助があります）

惨応募期限7月7日（水）

し問い合わせ農政課公(85)1111

内線511

’平成11年度瀞唐展示会
し日時6月29日(火)から7月12

日(月)午前9時から午後4時30分

，場所アミュゼ柏ほか2か所

，問い合わせ教育委員会学校教

育課盆(85)1151

’第9回家庭婦人親睦
バドミントン大会

シ日時・場所6月24日(木)午前

9時開会、市民体育館

，種目団体戦（当日くじ引きで

チーム分け、1人でも参加可）

し参加資格市内在住の家庭婦人

修参加費一般900円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し

6月14日（月・必着）までに並木

8の10の19白鳥明美冠(82)0756'､

’

11
男の聯ﾘよく｣料理入門

１
１
教 育講 演会
「7カ国語で話そう」 ’ 菊苗を無料配布します

し日時6月19日、7月17日、9

月4日、10月2日、11月20日、12

月4日のいずれも土曜日、午前9

時30分から正午（全6回）

し場所布佐南近隣センター

，内容ご飯の炊き方やだしのと

り方から、基礎的な家庭料理を中

心に、ホームパーティを開くまで

，対象。定員市内在住在勤の18

歳以上の男性、先着16人

，参加費5000円(6回分の材料

費を含む）
きん

抄持参エプロン、三角巾、ふき

ん，台ふきん、手拭きタオル

し申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館詮(88)4433へ

修曰時6月6日(日)午後1時

'場所・問い合わせ我孫子地区

(中央公民館前）…志賀壷(84)73

86、湖北地区（龍泉寺内）“森山

a(87)0800

，日時。場所6月11日(金)①午

前10時30分から正午②午後6時30

分から8時30分、市民プラザ

し定員各回100人(参加費無料）

し内容多言語活動の紹介、講演

体験談
わたべ

し問い合わせ渡部a(32)8714

小・中。高校生のための
青少年国際交流キャンプ参加者 ’

､惨日程・場所7月22日(木)から

26日(月)、小学生･･･山中湖キャン

プ場、中学･高校生･本栖湖青少

年スポーツセンター（4泊5日）

し対象・定員小学生･･4年生以

上190人、中学・高校生…150人

惨説明会6月20日(日)午後3時

30分、国立青少年総合センター

レ申込期限7月3日（±）

※申込方法など詳しくは、国際青

少年研修協会盆03(3359)8421'X

’つばめ保育園公開保育
一親子で遊ぼう． 自動車保険請求無料相談

し相談日月曜日から金曜日、午

前9時30分から正午、午後1時か

ら4時40分麗話での相談も可）

し場所・問い合わせ柏自動車保

険請求相談センター（柏市柏2の

5の7住友生命柏ビル4階）念

(64)0191

し日時6月12日(土)午前9時30

分から正午

し場所つばめ共同保育園(中峠）

し内容リズム遊びほか（着替え

タオル、ビニール袋を持参）

し対象就学前の幼児と保護者

シ参加費1人500円(昼食代）

し申し込み・問い合わせ電話で

つばめ共同保育園金(87)5005'､

’
ｌ
Ｉ第33回墨絵同好会展

け日時6月26日(土)から29日

(火)午前10時から午後4時

，場所市民プラザ(入場無料）

し問い合わせ松崎壷(87).1990

’ ’第10回手工芸展

し日時6月5日(±)から7日

(月)午前10時から午後5時

，場所市民プラザ(入場無料）

し内容編み物、皮革、人形、フ

ラワー、染色ほか

，問い合わせ宮本盆(82)1280

’親子で作ろう動力飛行機
’ ’型罵鑑『科学ｴ作教室」 獄85)罰00

ゴム動力の飛行機を親子で作っ

て大空に飛ばそう。 冠(83賂0伽し日程・場所6月26日(土)、県

立現代産業科学館(市川市）

レバス乗車場所・出発時間流山

青年の家（午前8時1.5分）、東武

野田線豊四季駅前（同40分）、J

R武蔵野線南流山駅前（9時）

し対象・定員小学校4年生から

高校生、先着40人

し参加費600円（保険料など）

し持参昼食、水筒、保険証の写

し、小遣い500円程度

し申し込み・問い合わせ電話で

6月15日(火)午前9時から県立流

山青年の家壷(59)2004へ

圖 囮 圃 母

｢－.ll.-~~'R
ｌ
‐
‐
ｌ
‐
‐
’
‐
，
’
Ｄ
Ｄ
Ｈ
口
■
ロ
ロ
ロ
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
画
■
■
■
■
■
画
■
■
弓
白
白
白
白
■
■
■
。

舎月の休館曰:酢坤鍾
市民図書館本館

測胎･布慨瀧､そよカゼ号

中央･湖北地区公民館

鳥の博物館

市民プラザ

|市民会館

7(月)､8(火)､14(月)~25(金)､28（月）

1(火)～11(金)､14(月)､21(月)､28（月）

7(月)､14(11)､21(月)､28(月）

7(月)､14(月)､21(月)､28(月）

3(木)､10(*)､17'体）

7(月)､14(月)､21(月)､28(月）

’
マフイ

｢MABUI」上映会 ’
1

1 必 「マブイ」は魂や真心を意味す

る沖縄の言葉。少年たちの目を通

して、終戦直後の沖縄を描きます。

し日時。場所6月26日(±)①午

後1時②3時15分、アビイホール

(イトーヨーカド－3階）

し入場料前売券…大人1400円

(障害手帳をお持ちの方、65歳以

上の方は1000円）、高校生以下

900円当日券･･大人1700円‘高

校生以下1000円

惨入場券販売平賀書店、ブツク

ススズキ、ブ､ソクスこほくほか

惨問い合わせ小池壷(88)9623

■

軍I
L＝

惨日時6月12日(±)午前9時30

分から11時30分｛

し場所湖北地区公民館

し定員親子先着30組

し参加費1組300円（材料費を

含む）

，持参ラジオペンチ、カッター

，申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館壷(88)4433へ

つつじ荘・

西部福祉センター

1(火)､7(月)､14(月)､15(火)､21(月)､28（月）

29(火）

市民体育館'28()1）
ふれあい工房’7(肌14()1)､21(H)､28(月）

相談等
内容 日時場所問い合わせ

潅織帽談(予約伽窒捌'熱蝿脇繍憲広報広聴識
※予約は、6月1日(火)8:30から電話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制)''8(金)'0:00~'5:001市民相談室|課税課
※予約は、6月14日(月)8:30から電話で課税課へ。

人権相談24(木)10:00~15:00福祉総合相談室生活支援課

行政相談24(木)10200~12:00市民相談室広報広聰課

不動産相談･住宅相談11(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談14(月)10:00~15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予約制）2(水)13:30~15:30福祉総合相談室福祉総合相談室

健康相談4(金)'0:00~11:15つつじ荘つつじ荘
11(金)10:00~11:15西部福祉センター耐蛎社センター

慨づくりうんどう潅18(金)10:00~11:00天殆､姻内うんどう瓶保健センター

健康.生きがいづくり8(火)10:30~16:00ふれあい福祉センター
相談(予約制）22(火)10:30~16:00(齢繩鰄餉かい）

7･21(月)9:00~15:00ふれあい福祉センター社会福祉

心配ごと相談14（月）9:00~'5:00保健センター.協議会
28（月)9:00~15:00桁伽眠センター本館

結婚相談6．20（日）10:00~14:00社会福祉協識会

市 民 相 談 室

(西別館3階）
法律相談(予約制） 広報広聴課

ﾊー ﾓﾆｶ嬢ﾗﾝﾃｨｱ韻
I罰
'一一一一一

ｌ
ｉ古利根クリーン作戦

ハーモニカ演奏でボランティア

をしてみませんか。

惨内容特別養護老人ホーム、病

院、身体障害者福祉センター、文

化祭、各種イベントなどでの演奏

(初心者対象のハーモニカ教室を

毎月第2．4日曜日・水曜日、午

後1時から3時まで、天王台北近

隣センターなどで開催）

し参加費教室参加は1回500円

惨申し込み。問い合わせ電話で

五十嵐冠(88)3772へ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

，日時6月13日(日)午前9時か

ら11時(雨天中止）
あこ

し集合場所古利根沼中央我湖排

水路広場(参加費無料）

，持参長靴、軍手など
つらこ

，問い合わせ±子窓(87)2341

艤鳳冨謂副篝’
し日時6月6日(日)午後2時30

分開場、3時開演

，場所市民会館

，入場料800円（全自由席）

し入場券販売平賀書店ほか

，問い合わせ片倉壷(87)1377

’
自己開発セミナーⅡ
F女性のための起業支援講座」

先輩起業家の事例などを交えて、

基礎知識を習得する入門講座です。

似曰時7月3日10B(±)午前

10時30分から午後4時15分

，場所県女性センター(柏市）

し対象。定員県内在住在勤の起

業をめざす女性、60人(応募者多

数の場合は抽選）

し受講料無料

し申込期限6月15日（火）

※講座内容や申込方法など詳しく

は、県女性センター壷(40)8602/､

健康相談
ヤウテイング・
5回定期演奏会

雌康･生きがいづくり
相談(予約制）

ふれあい禍祉センター
(社会福祉|臓会向かい）

社会福祉

協議会心配ごと相談

この広報紙は再生紙を使用しています

市議会定1列会

潮け届冒篝籔刑I蚤生

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
日11m当稀医・’過冊の行事

厩杷馴|訓3

ﾃﾚﾎﾝガイド

ファクスガイド


